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7月の主な活動
 １日 第１回役員推薦委員会

 10日 第９回四役会議

 13日 土曜相談会

 24日 第９回執行委員会

 26日 朝街宣

 27日 第４回地協代表者会議

連
合
は
な
ぜ

民
主
党
を
支
持
す
る
の
か
？

課
題
を
運
動
に
つ
な
げ
よ
う

連
合
が
め
ざ
す
社
会
像
や
理
念

に
最
も
近
い
政
党
は
民
主
党

　

二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
旧
い
体
質
・
自
民

党
の
政
策
に
国
民
が
ノ
ー
を
突

き
付
け
た
結
果
、
民
主
党
が
圧

勝
し
、
民
主
党
を
基
軸
と
す
る

連
立
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

政
権
を
担
っ
て
い
た
こ
の
三

年
間
に
ど
の
よ
う
に
国
民
の
生

　

連
合
は
一
九
八
九
年
の
結
成
以
来
、「
政
権
交
代
が

可
能
な
政
治
の
実
現
」
と
二
大
政
党
制
の
確
立
を
め
ざ

し
、「
政
権
を
担
い
う
る
新
し
い
政
治
勢
力
の
結
集
」

に
努
め
る
こ
と
を
方
針
に
掲
げ
て
政
治
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

活
が
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

限
ら
れ
た
財
源
で
あ
る
国
民
の

税
金
を
事
業
仕
分
け
し
な
が
ら
、

そ
れ
ま
で
の
公
共
事
業
や
公
共

投
資
中
心
の
政
策
か
ら
、
国
民

全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
な
人
へ

の
投
資
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
子
ど
も
手
当
の
創
設

や
高
校
授
業
料
の
無
償
化
、
生

活
保
護
制
度
の
母
子
加
算
復
活

　

連
合
新
潟
は
、
六
月
二
六
日

新
潟
市
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
第

五
二
回
地
方
委
員
会
を
開
催
し
、

役
員
、
地
方
委
員
な
ど
約
一
一

〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

当
面
す
る
課
題
と
し
て
三
点
に

つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
第
二
一
回
定
期
大

　

第
二
三
回
参
議
院
選
挙
、
連
合
推
薦
の
「
か
ざ

ま
直
樹
」
候
補
は
七
月
四
日
朝
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
前

で
第
一
声
を
上
げ
、
選
挙
戦
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
か
ざ
ま
必
勝
に
向
け
て
七
月
二
一
日
の

投
票
日
ま
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
な
る
言
葉
が
先

走
り
、
円
安
が
進
み
株
価
上
昇

な
ど
、
そ
の
成
果
と
期
待
の
み

に
焦
点
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
恩
恵
は
一
部

会
で
掲
げ
た
、「
運
動
」
へ
の

参
加
と
「
組
織
」
の
拡
大
に
つ

い
て
、
組
織
財
政
確
立
検
討
委

員
会
答
申
を
受
け
止
め
、
連
合

新
潟
が
今
後
具
体
化
に
努
め
る

と
し
た
上
で
、
産
別
に
組
織
拡

大
に
む
け
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
、
ま
た
二
〇
〇

三
年
に
出
さ
れ
た
連
合
評
価
委

員
会
の
報
告
を
、
再
度
学
習
す

る
こ
と
が
今
後
の
運
動
に
重
要

で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
第
二
三
回
参
議
院
選
挙

に
つ
い
て
、
昨
年
末
の
総
選
挙

で
、
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

政
治
か
ら
、
格
差
拡
大
の
自
公

政
権
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
憲

法
改
正
・
労
働
者
保
護
法
制
の

改
悪
な
ど
、
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
連
合
が
め
ざ
す
社

会
像
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
の
た
め

に
は
、
連
合
推
薦
比
例
候
補
と

新
潟
選
挙
区
か
ざ
ま
直
樹
の
当

選
に
向
け
、
組
織
固
め
と
期
日

前
投
票
を
含
め
、
必
ず
選

挙
に
行
く
こ
と
を
徹
底
す

る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
活
動
に
つ

い
て
は
、
新
潟
県
労
福
協

は
新
た
な
会
員
の
加
盟
で

一
〇
団
体
と
な
り
、
地
区

労
福
協
の
県
内
拠
点
の
設

置
も
終
わ
り
運
動
の
活
性

化
が
必
要
で
あ
る
と
締
め

な
ど
で
す
。
個
人
へ
の
投
資
だ

け
で
な
く
、
こ
の
こ
と
を
通
し

て
少
子
化
対
策
や
社
会
保
障
の

充
実
、
み
ん
な
で
社
会
を
支
え

て
い
く
た
め
の
生
活
者
の
視
点

に
立
っ
た
政
策
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

労
働
者
の
視
点
で
は

　

一
九
九
七
年
以
来
下
が
り
続

け
る
賃
金
の
低
下
と
非
正
規
労

働
者
の
増
大
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
労
働
者
派
遣
法
・
労

働
契
約
法
の
改
正
や
最
低
賃
金

に
お
け
る
雇
用
戦
略
対
話
の
合

意
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
保

険
の
適
用
拡
大
な
ど
、
二
〇
〇

九
年
以
前
の
自
公
政
権
下
で
推

し
進
め
て
き
た
、
市
場
原
理
主

義
に
基
づ
く
新
自
由
主
義
的
な

政
策
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
政

策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

昨
年
末
の
総
選
挙
で
自
公
政

権
が
復
活
し
、
第
二
次
安
倍
内

閣
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
憲
法
改
「
正
」

要
件
の
緩
和
や
、
戦
争
で
き
る

国
へ
の
転
換
、
そ
し
て
私
た
ち

労
働
者
に
直
結
す
る
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
の
改
悪
（
詳
細
は
連

合
新
潟
機
関
紙
六
月
号
で
掲

載
）
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
自
民
党
政
権
の
独

走
を
許
せ
ば
、
格
差
社
会
が
ま

す
ま
す
増
大
し
、
連
合
が
め
ざ

す
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
に
は
程
遠
い
状
況
に

な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

そ
れ
は
比
例
区
の
候
補
者
を

擁
立
・
推
薦
す
る
構
成
組
織
・

組
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
選

挙
区
に
つ
い
て
も
、
改
選
二
議

席
の
う
ち
の
一
議
席
は
、
し
っ

か
り
と
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

連
合
新
潟
が
推
薦
す
る
候
補

の
勝
利
に
む
け
て
、
構
成
組
織

が
一
丸
と
な
っ
て
最
後
ま
で
取

り
組
む
こ
と
と
同
時
に
、
期
日

前
投
票
を
含
め
た
「
投
票
に
行

こ
う
！
」
運
動
も
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
参
議
院
選
挙
で
き
ち
ん

と
自
民
党
政
権
に
『
Ｎ
Ｏ
！
』

第23回参議院選挙連合組織内比例代表候補者

かわい たかのり
＊UAゼンセン
＊現①・49

石上 としお
＊電機連合
＊新・51

神本 みえ子
＊日教組
＊現②・65

浜野 よしふみ
＊電力総連
＊新・52

さだみつ 克之
＊ＪＰ労組
＊新・53

とどろき 利治
＊基幹労連
＊現①・53

いそざき 哲史
＊自動車総連
＊新・43

吉川 さおり
＊情報労連
＊現①・36

連合新潟推薦候補は当選を果たしました。
ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

●魚沼市議会議員選挙結果●
投開票日６月23日（定数20）○は当選順位

当選　高野 甲子雄
1,284票⑧（２）

く
く
り
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
前
回
五
一
回

地
方
委
員
会
以
降
の
活
動
報
告
、

財
政
報
告
・
会
計
監
査
、
お
よ

び
第
三
次
組
織
財
政
確
立
検
討

委
員
会
答
申
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
二
○
一
三
春

季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
な

ら
び
に
第
二
三
回
参
議
院
選
挙

の
取
り
組
み
な
ど
四
議
案
が
全

会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
後
の
研
修
会
で

は
、
一
般
財
団
法
人
・
新
潟
県

勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
の
地
域

共
生
推
進
室
・
中
村
昇
室
長
、

和
田
和
也
事
務
局
長
よ
り
、
今

年
度
よ
り
実
施
す
る
新
事
業
に

つ
い
て
説
明
お
よ
び
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

の
金
持
ち
に
溜
ま
る
も
の
で
、

私
た
ち
「
生
活
者
」
や
「
働
く

者
」
か
ら
見
て
、
効
果
に
実
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
公
政
権
の
デ
フ
レ
対
策
は
、

国
民
生
活
よ
り
経
済
再
生
の
み

が
重
視
さ
れ
、
生
活
者
・
国
民

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

憲
法
改
正
・
労
働
者
保
護
法

制
の
改
悪
な
ど
、
格
差
拡
大
の

自
公
政
権
に
歯
止
め
を
か
け
、

新潟県選挙区あと１議席は「かざま」に！
 連合新潟　会長　齋藤　敏明
　今の格差社会を作ったのは自民党です。
それを正そうとしてきたのが民主党です。

　連合は、「働くことを軸
とする安心社会」をめざし
て、誰もが安心して働き・
暮らせる社会の実現のため、
比例代表選挙では民主党の

連合組織内候補を、新潟県選挙区では
「かざま直樹」候補を応援します。
　安倍政権では、年金・医療・介護など
社会保障制度改革の話はストップしたま
ま、一方で、解雇の金銭解決やホワイト
カラー・イグゼンプションなど労働者の
使い捨てを進めようとしています。
　希望と安心のもてる社会へ、暮らしを
守る「かざま直樹」候補への支援の輪を
広げよう！

安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る
政
治

に
す
る
た
め
に
も
、
新
潟
選
挙

区
・
か
ざ
ま
直
樹
と
連
合
推
薦

比
例
候
補
の
当
選
の
た
め
、
期

日
前
投
票
を
含
め
、
必
ず
選
挙

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

かざま候補、
いよいよラスト・スパート第23回参議院選挙



木の実や枝を使ってアクセサリーを製作

連合新潟からの参加者、右が齋藤さん

街頭で男女平等を訴える

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに
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盛
夏
。
木
々
の
緑

の
変
化
を
毎
日
楽
し

ん
で
い
る
。
春
先
の

芽
吹
き
か
ら
始
ま
り
、

日
ご
と
に
色
を
深
め

る
様
が
面
白
い
。
雨

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

風
に
踊
る
よ
う
に
戯
れ
る
。
真

っ
青
な
夏
空
に
夕
べ
の
月
が
残

り
、
地
上
は
息
づ
く
日
常
が
営

ま
れ
て
い
る
。
幻
想
的
な
過
ぎ

た
時
と
現
実
の
堺
目
の
な
い
時

間
を
行
き
来
す
る
。
こ
の
平
和

な
風
景
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
と
、

そ
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
心
を
持

ち
続
け
た
い
。

花
の
名
を
わ
れ
に
教
え
し

　

君
は
い
ま
そ
よ
風
と
な
り

　
　
　
　

や
さ
し
さ
は
こ
ぶ 

○美 土曜相談会 ８月は10日に開催

Ｂ
津川ドライブンの『かつ丼半ラーメンセット』

　店は、新潟市と会津若松のほぼ中間点に位置しているのですが、
新潟「たれカツ丼」でも、会津の「ソースかつ丼」でもなく、玉子
とじのかつ丼です。そこそこ厚めの肉にしっかりと衣をまとい、し
ょっぱくも甘すぎもなく、なんとも
昔懐かしい味付け、会津坂下産の
ご飯も甘味があってとっても美味
しい。ラーメンも昔ながらのあっ
さりしょうゆ味でペロリと平らげ
てしまいす。旬の山菜がトッピン
グされていました。
　是非一度ご賞味ください。かつ丼半ラーメンセットは￥1,100、
かつ丼だけなら￥750です。

【位置】
　国道49号を会津若松方面に進み、阿賀町役場から2.5km左側にあ
ります。

 （連合下越地協　阿賀支部）

③

□
交
通
労
連
信
越
総
支
部

 

執
行
委
員
長　

小
熊　
　

勇

　

総
支
部
で
は

現
在
、
女
性
執

行
委
員
の
登
用

は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
女
性
組
合
員

が
占
め
る
割
合
も
低
い
の
が
現

状
で
す
。

　

し
か
し
、「
女
性
平
等
参
画

推
進
計
画
」
実
現
に
向
け
、「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

の
観
点
か
ら
も
、
男
女
共
生
・

共
同
参
画
の
実
現
を
は
か
る
た

め
に
も
、青
年
・
女
性
活
動
（
青

年
・
女
性
協
議
会
）
で
は
、
定

期
的
に
「
常
任
委
員
会
」
や
年

一
回
の
「
活
動
家
研
修
会
」
も

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
部
会
と
連
携
を

は
か
り
、
女
性
役
員
の
育
成
に

力
を
入
れ
、
女
性
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
、
女
性
組
合
員
の
参

加
の
推
進
を
し
ま
す
。

□
運
輸
労
連

 

執
行
委
員
長　

渡
辺　

章
衛

　

ト
ラ
ッ
ク
運

輸
産
業
は
男
社

会
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
く
、
組
合
活
動
に
女

性
が
参
加
す
る
機
会
は
か
な
り

低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
若
年
層
の
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
こ
の
産
業
に
お
い
て
、
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
の
存
在
が
今
後
大

き
く
注
目
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
や
労
働
条
件

面
で
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
女
性
が
組
合
活
動
に

参
加
し
て
女
性
の
目
線
か
ら
提

言
・
発
言
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
私
た
ち
は
そ
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
と
参
加
し
や
す
い
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

□
Ｊ
Ｒ
総
連

 

議
長　

稲
垣　
　

勉

　
Ｊ
Ｒ
に
働
く

女
性
は
近
年
増

え
、
新
潟
も
女

性
組
合
員
の
比
率
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
で
は
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」
の
推
進
を
運
動
課
題

の
第
一
と
し
て
、
女
性
役
員
の

育
成
、
各
機
関
会
議
へ
の
参
加

や
支
部
・
分
会
の
執
行
委
員
と

し
て
大
会
や
集
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
業
女
性
協
議
会
を
結
成

し
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
、
就

業
規
則
や
制
度
の
問
題
点
を
職

場
で
議
論
し
、
団
体
交
渉
で
制

度
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
組
合
活
動
へ
の
参
加

は
組
織
を
活
性
化
し
、
強
化
・

発
展
に
繋
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
を

め
ざ
し
、
単
組
・
労
連
・
総
連

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

□
基
幹
労
連

 
委
員
長　

本
間　

芳
春

　

基
幹
労
連
が

掲
げ
る
「
男
女

共
同
参
画
」
は
、

男
性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
尊
重
し
、
職
場
で

も
家
庭
で
も
い
き
い
き
と
元
気

に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

育
児
、
介
護
、
社
会
保
障
、

少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
、
女
性

の
視
点
で
「
生
の
声
」
を
吸
い

上
げ
て
、
働
く
女
性
の
環
境
整

備
、
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
幹
労
連
新
潟
県
本
部
の
女

性
組
合
員
比
率
は
、全
体
の
七
・

三
％
と
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
計
画
に
沿
っ
て
「
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
会
」
な
ど
を
開
催

し
、
基
幹
労
連
が
め
ざ
す
「
男

女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
に

向
か
っ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

街
頭
で
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ

平
和
行
動
in
沖
縄
で

感
じ
た
こ
と

　
電
力
総
連

　
日
本
海
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
労
組

齋
藤　

栄
一

　

六
月
一
五
日
（
土
）、
連
合

新
潟
と
総
合
生
協
で
つ
く
る

「
新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
体
験
型
学
習
会
が
、

新
発
田
市
の
菅
谷
地
区
で
開
か

れ
ま
し
た
。

2013年連合地協「平和運動」一覧
地協名 イベント名 実施日時 実施場所

下 越 地 協 しばた
平和のつどい

８月４日㈰ 新発田市
生涯学習センター

新 潟 地 協 ピースウオーク ８月上旬

佐 渡 地 協 平和集会 ８月10日㈯
11：00

アミューズメント
佐渡

県 央 地 協 県央地協
　平和集会

８月８日㈭
18：30

燕三条地場産
リサーチコア

中 越 地 協

第19回「平和の
森コンサート」

７月31日㈬
18：30 平和の森公園

非核平和都市宣
言市民の集い
平和フォーラム

８月１日㈪
８：00

平和の森公園
アオーレ長岡

見 附 支 部
第６回ヒロシマ
市民原爆絵画展
見附平和の夕べ

８月６日㈫
～８日 ネーブルみつけ

十日町支部 原爆ぬりえ展 ７月下旬
～８月上旬 未　定

小千谷支部 小千谷地区
　平和の集い

７月13日㈯
10：30

市学習センター
「楽集館」

北魚沼支部 平和の集い 調整中

南魚沼支部 ８月６日か
９日予定

柏 崎 地 協 柏崎地協
第19回平和集会

８月９日㈮
18：30

柏崎市
産業文化会館

上 越 地 協 平和集会 検討中

　

二
〇
一
三
平
和
行
動
in
沖
縄

に
参
加
し
、
沖
縄
に
対
す
る
知

見
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
辺

問
題
に
つ
い
て
、
特
に
日
米
地

位
協
定
の
見
直
し
は
、
個
人
的

に
は
戦
後
六
八
年
た
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
早
急
に
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、「
主

権
回
復
の
日
」
や
不
発
弾
処
理

の
問
題
は
実
際
に
沖
縄
に
住
ん

で
い
る
人
々
に
と
っ
て
重
大
な

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
を
通
し
て
あ
ら

た
め
て
平
和
の
意
味
を
考
え
、

今
後
も
組
合
の
活
動
を
通
し
て

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
親
子
三
六
人
は
、

「
連
合
の
森
」
周
辺
の
国
有
林

を
歩
き
、
下
越
森
林
管
理
署
職

員
の
説
明
を
受
け
、
自
生
す
る

三
つ
葉
や
ヤ
ブ
デ
マ
リ
の
白
く

大
き
い
花
に
み
え
る
装
飾
花
、

ぎ
、
用
意
し
た
豚
汁
も
完
売
し
、

体
験
学
習
会
は
盛
況
の
う
ち
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
で
は
、
森
林
労
連

の
組
合
員
で
あ
る
下
越
森
林
管

理
署
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
は
連
合
が
定
め
る
「
男

女
平
等
月
間
」
で
す
。
内
閣
府

も
厚
生
労
働
省
も
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
の
制
定
さ
れ
た
月

に
由
来
し
て
各
種
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
男
女
平
等
委
員
会

で
は
、
六
月
二
十
日
に
街
頭
宣

シ
ダ
の
葉
の
裏
に
着
い
た
胞
子

な
ど
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

菅
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
は
、
丸
太
切
り
、
巣
箱
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
に
挑

戦
。
ノ
コ
ギ
リ
や
カ
ン
ナ
を
使

っ
て
の
作
業
に
は
、
大
人
も
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過

伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
谷
野
男
女
平
等
委
員
長
と

田
村
副
委
員
長
が
マ
イ
ク
を
握

り
、
日
本
国
内
の
男
女
間
賃
金

格
差
が
先
進
国
と
比
較
し
て
大

き
い
こ
と
や
、
職
場
の
男
女
差

別
、
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
不
利

益
な
ど
に
つ
い
て
事
例
を
述
べ
、

連
合
新
潟
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

を
周
知
し
ま
し
た
。

　

男
女
平
等
委
員
の
六
人
も
参

加
し
、
新
潟
駅
前
を
通
行
す
る

市
民
に
「
月
に
三
日
は
子
ど
も

と
夕
め
し
」
と
書
か
れ
た
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
、
労
働
力
減

少
社
会
と
閉
塞
感
漂
う
日
本
の

浮
揚
策
は
男
女
平
等
社
会
の
実

現
に
よ
る
女
性
の
活
用
で
す
。

　

ま
ず
、
職
場
か
ら
格
差
を
な

く
し
明
る
い
未
来
を
み
ん
な
で

創
り
ま
し
ょ
う
！

野
古
海
岸
、道
の
駅「
か
で
な
」

か
ら
嘉
手
納
基
地
、
嘉
数
高
台

か
ら
普
天
間
基
地
等
を
見
て
回

り
ま
し
た
。
辺
野
古
海
岸
は
何

度
か
映
像
で
見
て
感
じ
て
い
た

以
上
に
海
が
綺
麗
で
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
礁
や
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど

独
自
の
生
態
系
が
あ
る
こ
の
場

所
に
基
地
建
設
は
ど
う
な
の
か

疑
問
に
思
う
し
、
普
天
間
基
地

が
住
宅
街
の
中
で
異
様
な
存
在

感
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
沖
縄
が
抱
え
て
い
る


